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　 体への負担が少ない
でいち早く元の生活に

20代～40代に多い20代～40代に多い

「子宮内膜症」「子宮筋腫」「子宮内膜症」「子宮筋腫」

低侵襲手術低侵襲手術
　

生
理
の
あ
る
女
性
の
う
ち
約
10
人
に
１
人
が
か
か
る
「
子
宮
内
膜
症
」
、
同
じ
く
約
４
人
に
１
人
に
で
き

る
「
子
宮
筋
腫
」
。
20
代
〜
40
代
に
多
い
病
気
で
す
が
、
そ
の
年
代
は
仕
事
や
家
庭
生
活
な
ど
何
か
と
忙
し

く
、
で
き
る
だ
け
体
に
負
担
が
少
な
く
手
術
後
の
回
復
が
早
い
治
療
法
を
選
び
た
い
で
す
ね
。
四
半
世
紀
も

の
長
き
に
わ
た
り
、
婦
人
科
系
疾
患
で
患
者
の
負
担
が
軽
い
低
侵
襲
手
術
に
取
り
組
ん
で
い
る
倉
敷
成
人
病

セ
ン
タ
ー
理
事
長
・
ロ
ボ
ッ
ト
先
端
手
術
セ
ン
タ
ー
長
の
安
藤
正
明
先
生
に
聞
き
ま
し
た
。

（

（
■安藤正明 理事長
岡山朝日高校、自治医科大学医学部卒。
1986年から倉敷成人病センター勤務、
2019年から理事長。日本産科婦人科
学会専門医・指導医、日本産科婦人科
内視鏡学会技術認定医、日本婦人科腫
瘍学会婦人科腫瘍専門医・指導医、日
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子宮内膜症が発生しやすい場所

不妊の原因にもなる「子宮内膜症」不妊の原因にもなる「子宮内膜症」

　子宮内膜症は、子宮の内側を覆う子宮内膜に似た組織が、子
宮以外の場所にできてしまう病気で、生理と同じように女性ホ
ルモンの影響を受けて増殖や出血を繰り返します。しかし、正
常な子宮内膜のように膣から排出することができず、その場所
に血液がたまり炎症を起こしてしまいます。

【症状】　早期の段階では月経中を中心とした下腹部の痛みが代
表的ですが、進行すると周囲の組織と癒着を起こし月経痛が悪
化するだけでなく、慢性的な下腹部痛や腰痛、排便時や性交時
の痛みが現れます。子宮内膜症は卵巣や卵管などに癒着を引き
起こすため、不妊症の原因となるケースもまれではありません。

＊深部子宮内膜症　子宮内膜症を正しく診断するには、MRI画
像の読影技術がカギとなります。特に深部子宮内膜症は子宮と
直腸の間にあるくぼみ（ダグラス窩）に発症することが多く、多
くの臓器が集まる場所でもあるため、画像診断が難しいとされ
ています。併せて、ダグラス窩は直腸を傷つける危険性が高い
場所にあるため、手術を行う場合には高度な技術が必要です。

腹
腔
鏡
下
手
術
の
進
化
版「
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
」

　

子
宮
内
膜
症
、
子
宮
筋
腫

の
手
術
は
一
般
的
に
は
開
腹

手
術
、
腹
腔
鏡
下
手
術
が
あ

り
ま
す
が
、
当
院
で
は
体
に

負
担
が
少
な
く
術
後
の
回
復

が
早
い
低
侵
襲
手
術
（
ロ
ボ

ッ
ト
支
援
下
手
術
）
を
積
極

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
腹
腔
鏡
下
手
術

　

腹
腔
鏡
と
い
う
直
径
０
・

５
〜
１
㎝
ほ
ど
の
長
い
棒
状

の
カ
メ
ラ
を
用
い
た
手
術
で

す
。
腹
部
に
０
・
５
〜
１
㎝

ほ
ど
の
穴
を
１
〜
４
カ
所
開

け
、
炭
酸
ガ
ス
で
お
な
か
を

膨
ら
ま
せ
て
か
ら
腹
腔
鏡
を

挿
入
し
、
腹
部
内
部（
腹
腔
）

の
様
子
を
モ
ニ
タ
ー
で
確
認

し
な
が
ら
、
鉗
子（
か
ん
し
）

と
い
う
特
殊
な
細
い
器
具
を

使
っ
て
手
術
を
行
い
ま
す
。

骨
盤
内
に
は
重
要
な
臓
器
が

狭
い
ス
ペ
ー
ス
に
ま
と
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
拡

大
し
た
カ
メ
ラ
映
像
で
確
認

で
き
る
た
め
、
正
確
で
安
全

な
手
術
を
行
え
ま
す
。

■
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術

　

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ

ビ
ン
チ
」を
用
い
た
手
術
で
、

腹
腔
鏡
下
手
術
の
進
化
版
と

も
い
え
ま
す
。
腹
腔
鏡
下
手

術
で
医
師
が
行
っ
て
い
た
鉗

子
な
ど
の
操
作
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
ア
ー
ム
を
介
し
て
行
い
ま

す
。
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
は
手

振
れ
が
な
く
、
繊
細
な
動
き

が
で
き
る
可
動
域
の
広
い
関

節
が
あ
る
た
め
、
よ
り
正
確

で
安
全
な
手
術
が
行
え
ま

す
。

■
お
な
か
に
ま
っ
た
く

　

傷
を
作
ら
な
い
手
術
も

　

当
院
で
は
２
０
１
３
年
に

岡
山
県
内
の
民
間
病
院
で
初

め
て
ダ
ビ
ン
チ
を
導
入
。
最

先
端
の
医
療
技
術
を
患
者
さ

ん
に
安
心
し
て
受
け
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
21
年
に
ロ
ボ

ッ
ト
先
端
手
術
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
、
現
在
３
台
の
ロ
ボ

ッ
ト
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。

23
年
４
月
に
は
１
カ
所
の
穴

だ
け
で
カ
メ
ラ
や
鉗
子
を
挿

入
で
き
る
最
新
機
種
「
ダ
ビ

ン
チ
Ｓ
Ｐ
」
を
西
日
本
で
初

め
て
導
入
し
ま
し
た
。
ダ
ビ

ン
チ
Ｓ
Ｐ
を
使
い
、
膣
か
ら

鉗
子
を
挿
入
す
る
こ
と
で
体

に
ま
っ
た
く
傷
を
つ
く
ら
な

い
「
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
経
腟

腹
腔
鏡
下
手
術
」
を
国
内
で

初
め
て
実
施
し
た
の
は
23
年

６
月
で
、
年
間
56
件
実
施
し

ま
し
た（
２
０
２
３
年
度
）。

子
宮
体
が
ん
の
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
の
実
績
も

　

低
侵
襲
手
術
を
行
う
に

は
、
高
度
な
医
師
の
技
術
が

必
要
で
す
。
手
術
を
任
せ
る

医
師
・
病
院
を
選
ぶ
際
、
次

の
３
点
を
確
認
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

①
腹
腔
鏡
下
手
術
・
ロ
ボ

ッ
ト
支
援
下
手
術
の
認
定
医

で
あ
る

②
腹
腔
鏡
下
手
術
・
ロ
ボ

ッ
ト
支
援
下
手
術
の
件
数
が

多
い
医
師
・
病
院
で
あ
る

③
手
術
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も

し
っ
か
り
説
明
し
て
く
れ
る

　

当
院
に
は
日
本
ロ
ボ
ッ
ト

外
科
学
会
が
認
定
す
る
ダ

ビ
ン
チ
の
専
門
医
が
複
数
お

り
、
近
県
は
も
と
よ
り
東
京

な
ど
全
国
か
ら
患
者
さ
ん
が

来
ら
れ
ま
す
。
最
高
難
度
の

直
腸
子
宮
内
膜
症
や
尿
管
子

宮
内
膜
症
の
手
術
も
多
数
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
々

増
加
し
て
い
る
子
宮
体
が
ん

の
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
に

も
多
数
の
実
績
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ロボット支援下経腟腹腔鏡下手術

膣から機器・器具を入れて
手術を行います

恥骨恥骨

膀胱膀胱

直腸直腸

膣膣
子宮子宮

ロボット支援下手術は、ロボットが自動的に手術を行うわけ
ではなく、あくまでも手術を行うのは医師で、医師がロボッ
トを的確に操作することで精密な手術が実現します
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■開腹手術件数
■膣式手術件数
■ロボット手術件数
■腹腔鏡下手術件数

（件）

※低侵襲手術:腹腔鏡下・ロボット・膣式の合計数

2021年 2022年 2023年

全手術件数 1623 1698 1530

低侵襲手術件数 1589 1670 1507

低侵襲手術割合 97.9％ 98.4％ 98.5％

【グラフ・表】  
倉敷成人病センター 婦人科手術の術式内訳

4人に1人にあるといわれる「子宮筋腫」4人に1人にあるといわれる「子宮筋腫」

　子宮筋腫は、子宮壁にできる良性の腫瘍で、筋肉が異常増殖
したもの。原因ははっきりしませんが、女性ホルモンの影響が
考えられています。閉経後は縮小し無症状となるため、経過観
察をする場合もありますが、生理がある間は大きくなり、通常
の大きさが鶏卵くらいである子宮が、筋腫によって子どもの頭
くらいの大きさになってしまうこともあります。

【症状】　月経期間が長くなる、月経時の出血量が多くなる、月
経時に強い痛みがあるなど、月経時に起こるものが一般的です。
また、進行すると腫瘍が大きくなることで周囲の臓器・組織を
圧迫し、腰痛や頻尿、便秘などの症状も起こります。

【治療法】　大きく分けて薬物療法と手術があり、薬物療法で改
善しない場合は手術を検討します。症状によっては筋腫が小さ
くても手術が必要になる場合もあります。また、「子宮肉腫」と
いう悪性腫瘍との鑑別が難しい場合もあり、精密検査が必要な
こともあります。

子宮筋腫が発生しやすい場所

膣膣

卵巣卵巣

卵管卵管

筋腫筋腫
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●〔皮膚科・形成外科〕
アトピー性皮膚炎の最近の治療

●〔脳神経内科〕
冬に増える脳出血について

●〔歯科〕
虫歯治療について 2 面

●〔耳鼻咽喉科〕
「8030運動」、ご存じですか？

●〔ペインクリニック・整形外科〕
ペインクリニックの治療について

3 面1 面
近年の「白内障手術」に
ついて

体への負担が少ない
「低侵襲手術」

4 面

　

人
間
の
目
の
中
に
は
カ
メ

ラ
に
例
え
る
と
レ
ン
ズ
に
当

た
る
水
晶
体
と
い
う
部
分
が

あ
り
、
水
晶
体
が
濁
っ
て
く

る
病
気
が「
白
内
障
」で
す
。

　

水
晶
体
は
主
に
た
ん
ぱ
く

質
と
水
で
で
き
て
い
ま
す
。

た
ん
ぱ
く
質
は
加
齢
や
紫
外

線
に
さ
ら
さ
れ
る
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
影
響
で
だ
ん
だ
ん

と
変
化
し
、
白
濁
し
ま
す
。

そ
の
結
果
、
水
晶
体
全
体
が

濁
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
す
る

と
水
晶
体
に
光
が
よ
く
通
ら

な
く
な
り
、
網
膜
に
像
を
結

ぶ
働
き
が
弱
く
な
り
、
目
が

か
す
ん
だ
り
、
ま
ぶ
し
さ
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

（
下
＝
症
状
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
）。
進
行
す
る
と
視
力
も

徐
々
に
低
下
し
ま
す
。

　

白
内
障
は
さ
ま
ざ
ま
な
原

因
で
起
こ
り
ま
す
が
、
最
も

多
い
の
は
加
齢
に
よ
る
も
の

で
、
こ
れ
を
「
加
齢
性
白
内

障
」
と
呼
び
ま
す
。
一
種
の

老
化
現
象
な
の
で
、
高
齢
の

人
ほ
ど
多
く
発
症
し
、
社
会

全
体
の
高
齢
化
に
伴
い
患
者

数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
他

の
老
化
現
象
も
進
行
が
一
人

近
年
の『
白
内
障
手
術
』に
つ
い
て

白
内
障
は
誰
に
で
も
起
こ
る
加
齢
現
象
。
多
く
の
人
が
手
術
で
視
力
を
回
復

目
の
中
の
レ
ン
ズ〝
水
晶
体
〞が
濁
っ
て

次
第
に
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
く
病
気

【白内障の症状チェックリスト】
こんな症状があったら要注意

□目がかすむ
□物が二重・三重に見える
□視力が低下してきた
□離れた人や物がよく見えない
□暗い所にいると物が見えにくい
□明るい所にいるとまぶしく感じる
□普段は見えないのに、
　一時的によく見えることがある
□老眼鏡をかけても文字が読みづらい
□距離感がつかめず、つまづいたり、
　転んだりすることがある

白
内
障
手
術
の
中
で
も
大
切
な
角
膜
切
開
、
前
嚢
（
ぜ

ん
の
う
）
切
開
、
水
晶
体
分
割
で
、
レ
ー
ザ
ー
を
使
用

し
ま
す（
イ
メ
ー
ジ
）

前嚢切開

水晶体分割

　

レ
ー
ザ
ー
を
使
っ
た
白
内

障
手
術
は
、
す
べ
て
自
由
診

療
で
す
。
保
険
適
用
外
の
た

め
、
治
療
に
か
か
る
費
用
は

す
べ
て
自
己
負
担
で
す
。
し

か
し
、
白
内
障
の
レ
ー
ザ
ー

手
術
は
、
従
来
の
方
法
に
比

べ
、
目
の
組
織
に
か
か
る
負

担
を
軽
減
で
き
る
可
能
性
が

あ
り
、
保
険
診
療
で
は
で
き

な
い
新
し
い
手
術
や
治
療
を

受
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
従
来
の
手
作
業
に

よ
る
白
内
障
手
術
は
、
単
焦

点
眼
内
レ
ン
ズ
を
挿
入
す
る

場
合
は
保
険
適
用
で
す
。
多

焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
は
「
選
定

療
養
」
と
い
う
枠
組
み
で
、

追
加
費
用
を
負
担
す
る
こ
と

で
保
険
適
用
外
の
治
療
を
保

険
適
用
の
治
療
と
併
せ
て
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
費

用
は
医
療
機
関
や
使
用
す
る

レ
ン
ズ
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
医
療
機
関
で
確
認
を
。

　最近目がかすむ、急に視力が落ちたように感じる、物が二重・三重
に見える…。「ある程度の年齢の方の場合、それは白内障の症状かも
しれません。眼科の受診をおすすめします」と話すのは、「中山眼科」
の中山雅雄院長（写真）。白内障の手術を多数手掛けている中山院長に、
白内障の症状や新しい治療法などについて、教えていただきました。

　

初
期
症
状
で
は
点
眼
薬
で

様
子
を
見
ま
す
が
、
視
力
回

復
の
手
段
は
手
術
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
濁
っ
た
水
晶

体
を
取
り
出
し
、
代
わ
り
に

眼
内
レ
ン
ズ（
人
工
水
晶
体
）

を
入
れ
ま
す
。
局
所
麻
酔
で

痛
み
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
時

間
は
10
分
程
度
。
日
帰
り
手

術
が
主
流
で
す
。

　

眼
の
中
に
入
れ
る
レ
ン
ズ

に
は
、
２
種
類
あ
り
ま
す
。

従
来
の
「
単
焦
点
眼
内
レ
ン

ズ
」
は
、
遠
近
ど
ち
ら
か
に

し
か
ピ
ン
ト
が
合
わ
せ
ら
れ

ず
、
手
術
後
も
眼
鏡
が
必
要

で
す
。

　

一
方
、「
多
焦
点
眼
内
レ

ン
ズ
」（
左
）は
、
遠
近
両
方

に
ピ
ン
ト
が
合
い
、
眼
鏡
も

不
要
。
最
近
で
は
白
内
障
手

術
を
受
け
た
多
く
の
方
が
多

焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
を
希
望

し
、
９
割
以
上
の
方
が
眼
鏡

の
要
ら
な
い
快
適
な
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　

目
の
構
造
自
体
は
、
解
剖

学
的
に
は
誰
で
も
同
じ
で
す

が
、
人
そ
れ
ぞ
れ
大
き
さ
や

長
さ
な
ど
は
異
な
り
ま
す
。

　

今
日
で
は
、
レ
ー
ザ
ー
を

使
っ
て
よ
り
正
確
に
行
う
白

内
障
手
術
も
開
発
さ
れ
て
お

り
、
従
来
の
手
術
方
法
か
レ

ー
ザ
ー
に
よ
る
手
術
か
を
、

患
者
さ
ん
自
身
が
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

各
人
に
応
じ
た
最
適
な
手

術
を
計
画
す
る
た
め
に
、
光

干
渉
断
層
計
（
Ｈ
Ｄ
│
Ｏ
Ｃ

Ｔ
）
で
高
精
度
な
断
層
写
真

を
撮
影
し
ま
す
。
従
来
手
作

業
で
行
わ
れ
て
い
た
い
く
つ

か
の
手
術
手
順
を
レ
ー
ザ
ー

照
射
に
よ
り
自
動
化
し
、
よ

り
正
確
に
手
術
を
行
う
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
」な
ら
遠
近
両
方
に

ピ
ン
ト
が
合
い
、
術
後
は
眼
鏡
も
不
要

手
作
業
で
行
わ
れ
て
い
た
従
来
の
手
順
を

自
動
化
し
た
、
高
精
度
の
手
術
法

一
人
異
な
る
よ
う
に
、
水
晶

体
が
濁
る
の
も
白
内
障
が
進

行
す
る
の
も
個
人
差
は
あ
り

ま
す
が
、
誰
に
で
も
起
こ
り

う
る
病
気
で
す
。
中
に
は
片

目
だ
け
が
進
行
す
る
人
も
い

ま
す
。

　

若
い
世
代
で
も
、
ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚
炎
や
糖
尿
病
な
ど

の
合
併
症
と
し
て
発
症
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

母
親
の
胎
内
で
感
染
し
た
風

疹
の
影
響
や
、
目
の
ケ
ガ
や

薬
の
副
作
用
か
ら
白
内
障
が

起
こ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

白
内
障
と
は
？

単焦点眼内レンズの見え方のイメージ 手元のメモの文字はぼやけ
るため、老眼鏡が必要

多焦点眼内レンズの見え方のイメージ 老眼鏡なしで手元のメモの
文字がはっきり見えます

水晶体

濁った水晶体

網膜
角膜

正常な眼球

白内障の眼球

光 →

硝子体

光 →

多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
（
回
折
型
）。
レ
ン
ズ
に
階
段
状
の

段
差
を
つ
け
、
入
っ
て
く
る
映
像
を
遠
方
、
近
方
に
振

り
分
け
て
遠
近
と
も
に
見
る
こ
と
が
可
能
で
す

眼
内
レ
ン
ズ

レ
ー
ザ
ー
手
術

手
術
費
用

手
術
の
方
法
や
使
用
レ
ン
ズ
に
よ
っ
て

費
用
が
異
な
り
ま
す

●20代～ 40代に多い
　子宮内膜症・子宮筋腫

●白内障は誰にでも起こる加齢現象。
　多くの人が手術で視力を回復
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